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校 長 植 村 貢

※「みつわっ子」は家庭数で配布しています（家庭数配布のものは下のお子さまに配布いたします）

三和小学校 校長の植村 貢（うえむら みつぎ）です。校長として２年目となりますが、子どもたちが「楽しい」
と思える学校づくりを、職員とともに励んでいきたいと思っています。どうぞ本年度もよろしくお願いいたします。
また、学校の様子や、子どもたちの様子を少しでもお知らせできればと思い、本年度も「みつわっ子」を発行して
いきたいと思っています。お読みいただければ幸いです。また、この「みつわっ子」は三和小HPでもカラーで掲載し
ていますので、もしよろしければHPでもご覧いただけたらと思います。

職 員 紹 介

さあ、新しい１年が今日から始まります。皆さんはどんな気持ちで今日の朝を迎えましたか？ワクワクしていた？ドキドキしていた？心配な気持ちになっていた？
実は、学校の先生も同じで、みんなより少し早い４月１日に先生たちは新学年のスタートをきったのだけれども、やっぱり緊張もするしワクワクもします。まして、
４月から三和小学校に来ていただいた先生方はなおさらです。新しく始まる時は、みんなドキドキしたり不安になったりするのです。だからこそ新しく始まる今日を
大切にして１年を始めてほしいと思います。
では、大切にするためにはどうしたらいいか。何を大切にしたらいいのか。一つ目は、新しい出会いを「いいもの」と思うことです。新しいクラスで仲の良かった

子と離れた子もいるかもしれません。でも、新しいクラスに目を向けてみよう。新しい友だちをつくることができる可能性があるはずです。楽しい１年が始まる１日
目と思えば、これからのことも楽しく感じられるはずです。自分の世界を狭くしないで、どんどん広げてみましょう。
大切な日にするための２つ目は、自分の目標を立てることです。ただ、ここで肝心なのは、ゴールを決めているかどうかです。たとえば、テストで１００点を取る

ことを目標にしたとしましょう。では、たった１回でも１００点を取ることができなかったら、目標を達成できなかったのでしょうか？そもそも１００点を３学期の
修了式まで取り続けなければ達成できないのでしょうか？そんなに頑張りすぎず、まずは、身近な目標として１００点を学期に３回は取るとしたらどうでしょう。ゴ
ールがはっきりしていますよね。そして、あっという間に１００点を３回取ってしまったら…、新しい目標とゴールをその時に立てたらいいんです。苦手な漢字テス
トで１００点を３回取るとか。テストで例え話をしましたが、みんなが立てた目標に、身近なゴールをしっかりつくって、自分が成長できたことをこの１年で感じて
ほしいと思います。他にも大切してほしいことがあるとは思いますが、それは皆さんに任せます。どんなことで
も構いません。１年の始まりの今日を大切にしてほしいと思います。
最後に、今年も、三和小学校の「笑顔」を大切にしていきましょう。温かい気持ちが感じられる笑顔を増やし

ていければ、とってもぽっかぽかな学校になるはずです。そして、今年もこの言葉をみんなに伝えます。「Just
do it !」 とりあえずやってみようという意味です。県や市の陸上記録会や水泳記録会、冬の持久走大会、係活
動や委員会活動、PUノート、給食を残さず食べる、忘れ物をしない。どんなことでもいい、今年も何かにチャレ
ンジして、自分の１年を素敵な時間にしてほしいと思います。

～ 1学期始業式にこんな話をしました ～

１年１組 中川 章代 １年２組 生駒 万歩 １年３組 村尾 幸枝

２年１組 阪本さやか ２年２組 小川 夏奈 ２年３組 清水 安華

３年１組 開崎 利恵 ３年２組 小川 洋平 ３年３組 川村 俊貴

４年１組 南 拓海 ４年２組 堀江 貴文 ４年３組 吉川 佳世

５年１組 長谷川修平 ５年２組 渡部 颯太 ５年３組 吉村亜由美

６年１組 河本 康宏 ６年２組 中原 昌音 なかよし 奥田 恵利

なかよし 長谷川美幸 なかよし 小原 友美 なかよし 吉村 和久

教務・図工専科 大中 州明 音楽専科 西川 千穂 外国語専科 山本 仁美

算数専科 竹田 隼也 養 護 壹岐 圭子 事 務 久保さおり

校 務 奥田 学 特支支援員 高橋 淑美 特支支援員 上田 沙織

スクールサポートスタッフ 清水久美子 スクールサポートスタッフ 山下 修 スクールサポートスタッフ 和田 真里

校 長 植村 貢 教 頭 高井 海彦

６人の新着任の教職員を迎え、令和６年度をスタートしました


